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    2025 年  8 月  31 日 

１．所属・職・氏名 等 

 

文学部 英文学科 教授  三浦 幸子 

 

２．研究課題（テーマ）名 

 

本学の授業全般の改善に関する研究領域 

英語劇を通した英語教育、英語コミュニケーション研究（「英文学科グローバル・キ 

ャリア・プログラム」の一環） 

 

３．研究期間 

 

2023 年 4 月〜2025 年 3 月   

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

 

重点領域研究費交付金 

2023 年度 352,850 円 

2024 年度  438,732 円 

合計    791,582 円 

 

５．研究の概要 

“English through Drama”――「演劇を通して英語を学び、表現力、コミュニケーション能

力を高める」という英文学科におけるこの重点領域研究は、コロナ禍において研究成果を満足の

いく形で発表する機会に恵まれず、もどかしい思いをした時期を経て、2023 年から 2024 年度の

2 年間では、大きな進展、地域コミュニティに拓いていくという新たな展開が見られた。 

 

【英語劇（ミュージカル）を通した英語教育、英語コミュニケーション研究の実践】 

1. アクティブラーニングの実践 英語のセリフを覚えて発表するだけでなく、演劇を作り上げ

ていく段階から英語を使うことによって英語の四技能（スピーキング、リスニング、リーディ

ング、ライティンク）を総合的にアクティブに学ぶことができた。 

2. 生きた英語を学ぶ 教室の外に出て実際の暮らし、活動のなかで、真のコミュニケーションの

ためのツールとして英語を使うことで、生きた英語を体得できた。 

3. 学習が全身の体験になる 学生たちは英語を話すのではなくて、全身を使って自分を表現す



る。そうすることで英語が身につき、より意味のある学習となる。 

4. 英語学習をより楽しくする 学生たちは英語による相互のコミュニケーション、言葉のキャ

ッチボールを楽しみ、幅広い役を演じられるようになった。 

5. 英語を話すことへの自信をつける シンプルで楽しい、でも奥深い演劇活動をきっかけとし

て、学生たちの英語に対する態度が変わりはじめ、英語がコミュニケーションの手段となる。

さらに様々な役を演じることで 、文字通り、自分の殻を破り、人前で英語を使うことに対する

恐怖心から解放された。 

6. 自分とは何か、という意識を高める 一つの役になりきることで、その登場人物の使う言葉

だけでなく、その人物のアイデンティティ、そういった人物が育まれた社会的状況を吟味する

ようになる。まさにそのプロセスを通じて、必然的に学生たちは自分自身のアイデンティティ

をより客観的に見つめるようになり、最終的に自身が成長していくことにつながった。 

 

【English through Drama の学びの成果を地域コミュニティ、次世代の教育に活かす】 

 従来の英語劇の公演に加え、2023 年度には地元の幼稚園や中学校高等学校でのワークショッ

プを行った。実際、鳥沢幼稚園を訪問し、公演の宣伝だけでなく、英語劇ワークショップ等を行

い、都留文科大学のこと、文大生の英語力をアピールするとともに、園児に英語や演劇に興味を

持ってもらう機会を設けた。 

 また、TDC のリーダー的存在である大学院生（英語英米文学研究 2年）の戸沼瑛美さんが三浦

幸子指導のもと、修士論文で「英語劇を通したコミュニケーション能力の向上」に関する研究を

行い、本重点領域研究の成果の一部を示すことができた。 

 
６．研究成果等 

【2023 年度の成果】 

・2023 年 4 月 15 日、16 日に、コミュニティホールで新入生対象にワークショップを行い、 

10 名の新入生（英文 7名、国際教育 2 名、比較文化１名）が加入した。 

・2023 年 5 月 20 日、21 日に、春のオープンキャンパスにて英語劇《ハムレット》を上演（＠コ

ミュニティホール）。準備にあたって、演劇を通じた英語と演技について、演出家中原和樹氏か

ら丁寧な指導を受けられたため、より完成度の高い内容となった。オープンキャンパスに来校し

た高校生や保護者たちが会場にあふれ、場内に用意した席数では足りずに補助椅子を用意する

必要があるほどだった。英文学科の受験生確保に大きく貢献したと考えられる。 

・2023 年 8 月 5 日に、夏のオープンキャンパスにて、前年度の「富士山プロジェクト 2022」で

演じたミュージカル《フットルース》の映像を上映。中原和樹氏の熱心な指導で作り上げた舞台

は、英語の台詞だけでなく歌唱、演技、キレのいいダンスの完成度も高く、うぐいすホール(小

ホール)はほぼ満席で、観客の最前列に交換留学生が占めて舞台を盛り上げた。その興奮が映像

からも伝わり、オープンキャンパスに来た高校生、父兄からも「学生がこんなにできることは素

晴らしい」という声が複数聞かれた。2023 年夏のオープンキャンパスでは、映像を流し続けて

特別講義や学科説明会、個別相談の合間に見ていただくという形を取ったが、今後は担当者を配

置して、関係学生たちの努力の過程や成長、達成感、その後の進路などについても解説したい。 



・2023 年 11 月 11 日に、コミュニティホールにて、本公演ミュージカル《Sound of Music》を

行った。中原氏の指導を受け、たくさんの英語のセリフに加えて、歌唱も自分のものとし、演者、

スタッフ、観客ともに満足できる舞台に仕上がった。《Sound of Music》の楽曲は、小中高の音

楽、英語の授業でも扱われるものが多いため、教員志望が多い英文学科の学生たちにとっては演

者としても観客としても絶好の学びの機会となった。 

・2024 年 2 月 14 日、18 日に卒業公演としてミュージカル《The Wiz〜オズの魔法使い》を行っ

た。この演目は Tsuru Drama Company の初演作品だが、その際の演者が大学院生として指導者の

役目を果たしつつ、卒業年度の学生たちが中心となって作り上げる 4 年間の集大成となった。 

・2024 年 3 月 6 日に地元の幼稚園（鳥沢幼稚園）を訪問し、公演の宣伝だけでなく、英語劇ワ

ークショップを行った。都留文科大学のこと、文大生の英語力をアピールするとともに、園児に

英語や演劇に興味を持ってもらう機会となった。TDC の指導者である中原和樹氏にもご同行いた

だき、ワークショップの質を高めていただいた。 

・2023 年度大学院英語英米文学研究科 2 年の戸沼瑛美さんは、大学入学時からシェイクスピア

劇など、あらゆる機会に舞台に出演し、TDC の中核を担ってきたが、その成果を、三浦幸子指

導のもと「英語劇を通したコミュニケーション能力の向上」に関する研究として修士論文にま

とめ、提出した。現在、戸沼さんは東京都の中学校の英語教員となり、都留文で学んだ“English 

through Drama”のメソッドを教育現場で活かしている。 

 

【2024 年度の成果】 

・2024 年 5 月 17 日、18 日と、春のオープンキャンパスにて「真夏の夜の夢」を上演した（＠コ

ミュニティホール）。コメディで楽しい雰囲気があったこともあり、また、学生たちの準備がと

てもよくできており、かなり質や満足度の高い出来であり、新入生の加入に貢献できただけでな

く、本年度の活動に向かうよいスタートとなった。 

・2024 年 8 月 3 日、4 日のオープンキャンパスにての過去の舞台の映像を流した。前年度の反省

を活かして、オープンキャンパスでは、映像を流し続けるだけではなく、担当者を配置して、関

係学生たちの努力の過程や成長、達成感、その後の進路などについても解説することを試みた。 

・本公演を 2024 年 11 月 30 日(土)に行い、ミュージカル《マンマ・ミーア》を上演した。（＠コ

ミュニティホール）。 

・2025 年 2 月 8 日(土)に卒業公演（「星の王子様」）を行った。 

TDC の学生たちは、公演や他活動を通して、英語力を格段に高めている（例：1 年間で TOEIC500

点台から 700 点後半に上がるなど）。それ以上に英語劇に取り組んだ学生たちは、その活動を通

して、他との交流や協働による他者理解、自己発見、それによって人間としての成長を遂げてい

る。さらに育まれた舞台での表現力、コミュニケーション能力を身につけたことは自信につなが

り、卒業後の進路にもその成果があらわれている。教員（東京都小学校、長野県中学校英語他）

だけでなく、JAL の CA 等の企業就職をした卒業生たちの活躍は、後輩へのよい刺激となってい

る。 

 
 



７．研究の実績（論⽂・発表 等） 
多くの公演を行ったことが研究の成果といえるが、それに加えて、English through Drama

の実践から得られた知見を、英語教育研究にまで高め、修士論文として提出した院生が育っ

たこと、さらには、その院生が次世代を育てる英語教育者として社会に羽ばたいたことは本

重点領域研究のひとつの大きな成果であるといえる。 

 

【2023 年度】 

・5 月 20 日、21 日：オープン・キャンパスにて『ハムレット』上演 

・8 月 5 日、6 日：オープン・キャンパスにて『フットルース』上映（英文学科企画） 

・11 月 11 日：『サウンド・オブ・ミュージック』上演 

・2 月 14 日、18 日：卒業公演『WIZ』上演 

・3 月 6 日：鳥沢幼稚園でのワークショップ 

 

【2024 年度】 

・新入生対象ワークショップ実施 

・5 月 17 日、18 日：オープン・キャンパスにて『真夏の夜の夢』上演 

・8 月 3 日、4 日：オープン・キャンパスにて『真夏の夜の夢』上映（英文学科企画） 

・11 月 30 日：『マンマ・ミーア』上演 

・2 月 8 日：卒業公演『星の王子様』上演 

 

【研究論文：英語劇を通したコミュニケーション能力の向上 (Developing Intercultural 

Communicative Competence through English Drama -Hamlet-)】 

本論文は、シェイクスピア作品『ハムレット』（筆者の戸沼瑛弥さん自身が現代語訳に簡易化

したもの）の上演に向けた活動と上演を通して、他者と自己、および作品の役を演じて、参与者

の中で他者と自己および役への意識、そして英語を通した学びに対する意欲がどのように変化

するかを分析、考察することを目指したものである。本論で理論的基盤とする Intercultural 

Communicative Competence（相互文化的能力）を提唱したマイケル・バイラム（2015）は、第二

言語習得において、言語の機能とその使い方だけに注目してきた言語教育ではなく、文化を含め、

市民性形成、社会参加などの広い枠組みで外国語教育をとらえなおし、その目的について問いな

おす時代がきていると述べている。文化的背景や価値観の異なる者と共生するために、外国語教

育はスキルの伝授で終わるのではなく、自らの価値観を問い直し、他者と共存していく能力を育

むものであるべきだということである。今の日本においても、言語を媒体に対話を行うことで豊

かな人間性を育むことが求められており、演劇を通して学ぶことができるのではないかと提案

している。本論の問いは、（１）（英語劇《ハムレット》の練習と上演を通して）参与者の英語学

習に関する意識に変化はあるか、（２）参与者のコミュニケーションに関する意識に変化はある

か、（３）参与者の他者理解に関する意識に変化はあるか、（４）参与者の自己理解に関する意識

に変化はあるか、の４つである。情報提供の対象となるのは、Tsuru Dram Company に所属す

る 13 名の日本人学生である。バイラム (2010) の質問紙等を参考にして 20 の質問からなる質



問紙を作成した。令和 5 年 4 月初旬に事前調査を行い、『ハムレット』上演のための練習と公演

（5 月 13 日）を経て、5 月中旬に同じ質問紙による事後調査を実施し、t-検定をかけた。また、

情報提供者からより詳細にわたる情報を得るため、個々に日本語でインタビューを行い、発話は

すべて（本人に承諾を得たうえで）IC レコーダーに録音した。情報はすべて文字（日本語）で

書き起こし、分類した。その結果、英語学習や、コミュニケーション、自己理解に関する意識に

変化はみられなかったが、他者理解に関する項目には統計的に有意差がある変化がみられた。ま

た、インタビューでの参与者の発言からもその点を裏付けることができた。このことから、英語

劇を通じて、他者理解を促進できることが明らかになった。本研究は実施期間が短かったため、

英語学習やコミュニケーションへの影響は有意差が出るほど大きな変化は見られなかったが、

今後、長期的な研究を実施し、検証することも視野に入れたい。 

 

以上 


